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石石川川  雅雅俊俊（（いいししかかわわ  ままささととしし））  

准准教教授授  

専専門門分分野野／／法法学学、、刑刑事事法法学学  

 
首首都都大大学学東東京京大大学学院院社社会会科科学学研研究究科科法法学学政政治治学学専専攻攻法法律律学学分分

野野博博士士後後期期課課程程退退学学。。博博士士（（法法学学））。。首首都都大大学学東東京京都都市市教教養養学学  

部部法法学学系系助助教教、、本本学学経経営営学学部部助助教教をを経経てて、、平平成成3311年年現現職職。。  
 
論論文文：：「「窃窃盗盗のの犯犯人人にによよるる事事後後のの脅脅迫迫がが窃窃盗盗のの機機会会のの継継続続中中にに

行行わわれれたたととははいいええなないいととさされれたた事事例例」」首首都都大大学学東東京京法法学学

会会雑雑誌誌5555巻巻11号号226633頁頁（（22001144年年））、、「「排排除除法法則則ににおおけけるるいいわわ

ゆゆるる『『法法潜潜脱脱のの意意図図』』のの内内容容」」首首都都大大学学東東京京法法学学会会雑雑誌誌

5566巻巻11号号666655頁頁（（22001155年年））等等。。  

 

経経営営学学ににおおけけるる「「ココンンププラライイアアンンスス」」のの重重要要性性  

企業を取り巻く代表的な法令として、会社の組織・運営・管理について規定した会社法、

市場経済における不公正な競争の防止を目的とした独占禁止法等があり、企業はこれらの

法令や（それらを受けて自ら定めた）内規を遵守して活動する必要があります。これをコ

ンプライアンス（法令遵守）といいます。 

経営学とは企業の運営について分析する学問ですが、近年、企業の運営という観点から

コンプライアンスに注目が集まっています。企業に法令違反があった場合、これまでは、

その（民事上や刑事上の）法的責任の有無のみが問題とされてきました。しかし、近年で

は、違反の内容・程度によっては法的責任を超えた社会的責任まで負わなければならない

というケースが増えてきました（社会的責任の内容としては、たとえば、取引先・消費者

から信用を失うことによって事業の継続が困難となることなどを挙げることができます。）。

そのため、企業は自分の身を守るためにしっかりとしたコンプライアンス体制（企業内部

で法令違反や内規違反を起こさせない体制）を構築する必要が生じたのです。また、近年

の行政のスリム化によって国が企業を細かく監視することが困難になりました。そのため、

企業が自らを律することを目的として、たとえば、会社法は大会社に対し、（一般的に、コ

ンプライアンス体制よりは広い）「業務の適正を確保するため」の体制の構築を義務付けま

した（会社法348条4項、362条5項）。 

コンプライアンス体制を構築するために企業は大きな負担を負うことになりますが、そ

れによって得られるメリットもあります。社会的責任投資とは、投資家が、企業が社会的

責任を果たしているか否かを考慮して投資先を決定することをいいますが、この企業の社

会的責任にコンプライアンスが含まれていると考えられています。投資家がこのような事

情を考慮して投資を行う理由の1つとして、次のようなことが考えられています。それは、

「きちんと社会的責任を果たしている企業は、しっかりとした内部統制がなされている企

業である。消費者はそのような企業が作った商品を信頼して購入するであろうし、取引先

は安心して大きな取引をするはずである。」というものです。それゆえ、企業は自らの価値

を高め、運営資金を獲得するためにコンプライアンス体制を構築するメリットがあるので

す。 

以上のように、しっかりとしたコンプライアンス体制を構築することが企業の運営に大

きな影響を与えるといえます。それゆえ、企業の運営を分析する経営学において、「コンプ

ライアンス」は重要なキーワードであると考えてよいでしょう。

鈴鈴木木  誠誠二二（（すすずずきき  せせいいじじ））  

准准教教授授  

専専門門分分野野／／地地域域産産業業政政策策  

  

法法政政大大学学大大学学院院  政政策策創創造造研研究究科科  博博士士後後期期課課程程    

単単位位取取得得後後退退学学  

ベベンンチチャャーー企企業業やや歴歴史史ののああるる企企業業等等でで事事業業開開発発経経験験をを積積みみ、、

エエネネルルギギーー系系のの事事業業創創出出やや投投資資をを行行ううCCVVCCでで、、地地域域ママイイククロロググ

リリッッドドのの実実現現にに向向けけたた事事業業開開発発にに取取りり組組むむ。。  

 
著著書書：：みみななかかみみイイノノベベーーシショョンン（（ああささ出出版版、、22001177年年））  

ククルルママ（（自自動動車車））がが家家電電ににななるる日日（（ああささ出出版版、、22001199年年））  

 

群群馬馬県県みみななかかみみ町町ののフフィィーールルドドワワーーククでで感感じじたたこことと。。  

私は、2012年より群馬県にあるみなかみ町でフィールドワークに取り組んでいます。み

なかみ町の人口は、約1.8万人。東京から新幹線で約1時間の距離にありながら、ユネスコ

エコパークに認定された豊かな自然が拡がる中山間地域です。都心へのアクセスが良いこ

ともあり人口流出が進み、人口再生産力に着目した市区町村別将来推計人口では、2040年

までの人口減少率（2010年対比）は51％となり、消滅自治体に分類されています。このよ

うな環境下で、地元の若手経営者が中心となったコミュニティビジネスを研究させていた

だきました。研究させていただいた地元の若手経営者の皆さんは、観光シーズンの閑散期

でも町に賑わいをもたせるために、2008年度から総務省、文部科学省、農林水産業省、環

境省が連携して取り組んだ「こども農漁村体験交流プロジェクト」に参画しました。閑散

期に収穫期を迎える農業体験に、閑散期のタイミングだからこそ味わえる自然の体験プロ

グラムも同時に提供できることを可能にし、さらには、農家宅への民泊とホテルの宿泊を

パッケージ化することでホテルの閑散期対策も講じていました。開始時は4件しかいなかっ

た受入農家も、現在は200件近い農家が受け入れるようになり、来町者は、インバウンドを

中心に年間１万人を超える新たな観光メニューとして認知されました。この取組みで学ん

だことは、コミュニティビジネスの成立には処方箋のようなマニュアルはなく、地域課題

の真因を発見する力、エネルギーや素材などの地域資源を結集する力、賛同者を獲得する

力が求められるということです。 

今後、地方の過疎化がさらに進めば、地方の生活環境はどんどん悪化していくでしょう。

そのような環境においても、その暮らしを選択したくなるような魅力ある地域を一つでも

増やすために、コミュニティビジネスの成立にむけ、多くの人とたくさんの議論を重ね、

新しい地方創生の実現に貢献していきたいと思います。 

 

 


